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2022年 3月期 連結業績予想の修正に関するお知らせ 

   

最近の業績動向を踏まえ、2021年５月７日に公表した 2022 年 3月期通期連結業績予想を修正致し

ましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2022年 3月期通期連結業績予想の修正（2021年 4月 1日～2022年 3月 31日） 

         （単位：百万円、％） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属

す る 当 期 純 利 益 

1 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 3,485 145 123 90 15.96 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 2,900 △431 △456 △499 △88.47 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △585 △576 △579 △589 
 

増  減  率 （  ％  ） △16.8 － － － 
 

（ 参 考 ） 

2021年 3 月期実績 
2,484 △238 △190 △219 △38.81 

 

２．修正の理由 

売上高については、当初の通期業績予想を下回る見込みです。日本市場、北米市場、オーストラリ

ア市場においては、新型コロナウィルスによる影響はあったものの、概ね当初計画通りの売上高を達

成できる見通しです。一方で、アジア市場、EMEA市場においては、新型コロナウィルスの影響で顧客

の設備投資活動の停止および遅れが発生しており、今後の見通しが依然として不透明な状況です。そ

のため当初予想の売上高を達成することは難しいと判断しております。 

研究開発費については、半導体市場の供給不足により新製品開発のための原材料確保に懸念が生じ

たため、当初の計画を前倒して新製品の開発を進めました。そのため当初計画に比べ費用が増加する

見込みです。 

以上の主な理由により、売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は、当初

の通期業績予想を下回る見通しとなっております。 

なお、予想為替レートは、１米ドル 111円、オーストラリアドルは 1豪ドル 83 円を想定しており、

2021年 5月 7日の公表値から変更しております。 

上記に記載した数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は、

さまざまな要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


